
建設業に従事する 
職⻑・安全衛⽣責任者 能⼒向上教育テキスト 

【補⾜事項】※「旧版」から「新版」への⽂章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 
※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 
※参考等の法令改正は引⽤先となる「発翰番号」「表題」のみ掲載します。 
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№136010

（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

はじ 

めに 

下から 

８⾏⽬ 

建設現場のメンタルヘルス対策など網羅し

ています。 

（下線部を修正） 

 

はじ 

めに 

下から 

８⾏⽬ 

建設現場の職場環境改善など網羅していま

す。 

 

 

はじ 

めに 

下から 

２⾏⽬ 

令和６年１⽉ 

（下線部を削除） 

はじ 

めに 

下から 

２⾏⽬ 

 

⽬次 

１ 

上から 

7 ⾏⽬ 

３．新規⼊場直後の死亡災害率 

４．経験年数による災害率 

（下線部を追加・修正） 

⽬次 

１ 

上から 

7 ⾏⽬ 

３．外国⼈労働者問題  

４．新規⼊場直後の死亡災害率  

５．経験年数による災害率 

⽬次 

１ 

下から 

5 ⾏⽬ 

第８節 安全施⼯サイクルを活⽤した建設

現場のメンタルヘルス対策 

（下線部を修正） 

⽬次 

１ 

下から 

5 ⾏⽬ 

第８節 安全施⼯サイクルを活⽤した建設

現場の職場環境改善 

 

⽬次 

１ 

下から 

３⾏⽬ 

２．無記名ストレスチェック 

（下線部を修正） 

⽬次 

１ 

下から 

3 ⾏⽬ 

２．職場環境改善 

⽬次 

２ 

下から 

９⾏⽬ 

可搬式作業台による壁⾯補修作業 

（下線部を修正） 

⽬次 

２ 

下から 

９⾏⽬ 

重機による掘削作業 

 

⽬次 

２ 

下から 

８⾏⽬ 

クレーンによる単管荷上げ作業 

（下線部を修正) 

⽬次 

２ 

下から 

８⾏⽬ 

型枠解体材の搬出作業 

 

⽬次 

２ 

下から 

７⾏⽬ 

スラブ開⼝部を使⽤しての荷降ろし作業 

（下線部を修正) 

⽬次 

２ 

下から 

７⾏⽬ 

屋外照明の取付け作業 

⽬次 

３ 

上から 

２⾏⽬ 
砕⽯敷き均し中、ドラグ・ショベルに轢

ひ
かれ、

⾜を負傷 

（下線部を修正) 

⽬次 

3 

下から 

3 ⾏⽬ 
砕⽯敷き均し中、ドラグ・ショベルに轢

ひ
か

れ、死亡 

⽬次 

３ 

上から 

４⾏⽬ 
１階床の資材⽚付け作業中、開⼝部から墜落 

（下線部を修正) 

⽬次 

3 

下から 

４⾏⽬ 
アンカーボルトの墨出し作業中、２階スラブ 

より墜落 

２ 上から 

９⾏⽬ 
特に、令和２年の死亡災害は256⼈となり、

令和元年より13⼈減少して、過去最少を記録

しました（令和４年は新型コロナウイルス感

染症のり患によるものを除く）。 

（下線部を修正) 

２ 上から 

９⾏⽬ 
特に、令和７年の死亡災害は214⼈となり、

過去最少を記録しました（令和４年は新型コ

ロナウイルス感染症のり患によるものを除

く）。 
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

２ 図 （⾚枠を修正） 

 

２ 図  

 
3 下から 

18 ⾏⽬ 

（下線部を追加) 3 下から 

18 ⾏⽬ 
３．外国⼈労働者問題 

近年、建設業で働く外国⼈が増加傾向に

あります。 

また、外国⼈の労働災害件数も増加して

います。 

外国⼈労働者の災害発⽣要因としては、 

① コミュニケーション不⾜ 

②  安全標識、看板、新規⼊場者教育など

の多⾔語化対応不⾜ 

③ ⽇本語理解度の不⾜ など 

3 下から 

11 ⾏⽬ 
3.新規⼊場直後の死亡災害率 

（下線部を修正) 

3 下から 

11 ⾏⽬ 
4.新規⼊場直後の死亡災害率 

 

4 上から 

1 ⾏⽬ 

4．経験年数による災害率 

（下線部を修正) 

4 上から 

1 ⾏⽬ 

5．経験年数による災害率 

 

９ 下から 

14 ⾏⽬ 
・ 労働者の救護に関し必要な機械等の備付け

及び管理を⾏うこと。 

・ 労働者の救護に関し必要な事項について訓

練を⾏うこと。 

・ 爆発、⽕災等に備えて、労働者の救護に関

し必要な事項を⾏うこと。 

（下線部を修正) 

９ 下から 

14 ⾏⽬ 
・  作業従事者の救護に関し必要な機械等の

備付け及び管理を⾏うこと。 

・ 作業従事者の救護に関し必要な事項につ

いて訓練を⾏うこと。 

・ 爆発、⽕災等に備えて、作業従事者の救護

に関し必要な事項を⾏うこと。 
 

10 

 

下から 

1 ⾏⽬ 
（右記下線部を追加) 10 

 

下から 

1 ⾏⽬ 
・ 作業従事役員等は、労働者と同⼀の場所に

おいて前項の業務に就くときは、同項に

規定する教育を受けなければならない。

（令和９年４⽉１⽇施⾏） 
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

11 上から 

10 ⾏⽬ 
３．前2号に掲げるもののほか、労働災害を防

⽌するため必要な事項で、厚⽣労働省令

で定めるもの。 

（下線部を修正) 

11 上から 

10 ⾏⽬ 
３ ．前⼆号に掲げるもののほか、労働災害を

防⽌するため必要な事項で、厚⽣労働省

令で定めるもの。 

 

12 上から 

19 ⾏⽬ 
４．前3号の他、 

（下線部を修正) 

12 上から 

19 ⾏⽬ 
４．前三号の他、 

12 上から 

21 ⾏⽬ 
・ 労働者は、労働災害を防⽌するため必要な

事項を守るほか、事業者その他の関係者

が実施する労働災害の防⽌に関する措置

に協⼒するように努めなければならな

い。 

・ 労働者は、事業者が第20条から25条まで

及び25条の2第1項の規定に基づき講ずる

措置に応じて、必要な事項を守らなけれ

ばならない。 

（下線部を修正) 

12 上から 

21 ⾏⽬ 
・ 労働者及び労働者以外の者で労働者と同

⼀の場所において仕事の作業に従事する

ものは、労働災害を防⽌するため必要な

事項を守るほか、事業者その他の関係者

が実施する労働災害の防⽌に関する措置

に協⼒するように努めなければならな

い。 

・ 労働者及び労働者と同⼀の場所において

仕事の作業に従事する労働者以外の作業

従事者は、事業者が第20条から25条まで

及び25条の2第1項の規定に基づき講ずる

措置に応じて、必要な事項を守らなけれ

ばならない。 
 

13 上から 

２⾏⽬ 
作業員（労働者）は、事業者が講ずる危険

防⽌措置に応じて、労働安全衛⽣法第26条で

定められている必要な事項を守らなければ

なりません。 

（下線部を修正) 

13 上から 

2 ⾏⽬ 
労働者及び作業従事者（労働者と同⼀の場

所において仕事の作業に従事する労働者以

外の者）は、事業者が講ずる危険防⽌措置に

応じて、労働安全衛⽣法第26条で定められて

いる必要な事項を守らなければなりません。 

13 下の 

表内３． 
（⾚枠を右記に修正） 

 

13 下の 

表内３． 
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

23 図「作業

改善の進

め⽅」上

から３番

⽬の右図

「5W1H

を使って

⾃問する

⽅法」 

（⾚枠を修正） 

 

23 図「作業

改善の進

め⽅」上

から３番

⽬の右図

「5W1H

を使って

⾃問する

⽅法」 

 

 
24 左下「リ

スクアセ

スメン

ト」図 

（⾚枠を修正） 

 

24 左下「リ

スクアセ

スメン

ト」図 

 

 
28 下から 

３⾏⽬ 

（右記下線部を追加) 28 下から 

３⾏⽬ 
7） ⾼年齢作業員の健康や体⼒の状況の把

握 

 ① 労働安全衛⽣法で定める雇⼊時およ

び定期の健康診断を確実に実施 

 ② ⾼年齢作業員が⾃ら健康状況を把握

できるような取組みの実施 

 

29 上から 

３⾏⽬ 
建設⼯事では、元⽅事業者（元請）の⼀つ

の作業所（現場）において、複数の協⼒会社

の作業員が「混在」して作業を⾏うことにな

り、この「混在作業」から⽣ずる労働災害を

防⽌するための安全衛⽣管理を統括安全衛

⽣管理、いわゆる「統括管理」といいます。 

（下線部を修正) 

29 上から 

３⾏⽬ 
建設⼯事では、元⽅事業者（元請）の⼀つ

の作業所（現場）において、複数の関係請負

⼈（協⼒会社）の作業員が「混在」して作業

を⾏うことになり、この「混在作業」から⽣

ずる労働災害を防⽌するための安全衛⽣管

理を統括安全衛⽣管理、いわゆる「統括管理」

といいます。 
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

29 下から 

３⾏⽬ 
この混在する作業所を「統括管理」するため

に、元請が「統括安全衛⽣責任者」を選任した

場合、関係請負⼈は「安全衛⽣責任者」を選任

し、労働安全衛⽣規則で定める職務を遂⾏さ

せることになっています。 

（下線部を修正) 

29 下から 

３⾏⽬ 
この混在する作業所を「統括管理」するため

に、特定元⽅事業者が「統括安全衛⽣責任者」

を選任した場合、関係請負⼈は「安全衛⽣責任

者」を選任し、労働安全衛⽣規則で定める職務

を遂⾏させることになっています。 

 

36 上から 

1 ⾏⽬ 
第８節 安全施⼯サイクルを活⽤した建設

現場のメンタルヘルス※対策 

 

昨今、過重労働や現場内でのトラブルから

くるストレスなどで、うつ病などメンタルヘ

ルス不調者が増えています。 

メンタルヘルス対策の⼀環として⾏うスト

レスチェックは、法改正により、平成27年12

⽉１⽇から常時労働者50⼈以上の事業場で義

務付けられ、また、50⼈未満の事業場において

も努⼒義務が課せられました。 

（下線部を修正・削除) 

36 上から 

1 ⾏⽬ 
第８節 安全施⼯サイクルを活⽤した建設

現場の職場環境改善 

 

昨今、過重労働や現場内でのトラブルから

くるストレスなどで、うつ病などメンタルヘ

ルス不調者が増えています。 

 

36 上から 

７⾏⽬ 
作業所において取組むメンタルヘルス対策

として、安全施⼯サイクルの中で⾏う「建災防

⽅式健康ＫＹと無記名ストレスチェック」が

あり、この活動も職⻑・安全衛⽣責任者が主体

的に関わり進めることで、法定ストレスチェ

ックと同等以上の作業所におけるメンタルヘ

ルス対策の効果が期待できます。 

（下線部を変更・削除) 

36 上から 

７⾏⽬ 
作業所において取組むメンタルヘルス対策

として、安全施⼯サイクルの中で⾏う「建災防

⽅式健康ＫＹ」と「職場環境改善」があり、こ

の活動も職⻑・安全衛⽣責任者が主体的に関

わり進めることで、作業所におけるメンタル

ヘルス対策の効果が期待できます。 
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

37 ２．無記

名ストレ

スチェッ

ク 

（⾚枠を変更） 

 

37 ２．職場

環境改善 
 

 

 

38 ３．建設

現場（作

業所）の

職場環境

改善 

（⾚枠を変更） 38 ３．建設

現場（作

業所）の

職場環境

改善 

 

65 上から 

3 ⾏⽬ 

可搬式作業台による壁⾯補修作業 

クレーンによる単管荷上げ作業 

スラブ開⼝部を使⽤しての荷降ろし作業 

（下線部を修正) 

65 上から 

3 ⾏⽬ 

重機による掘削作業 

型枠解体材の場外搬出作業 

屋内照明の取付け作業 

  



 

7 
 

（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
72 表・イラ

スト 

（⾚枠を右記に修正） 72 表・イラ

スト 

 

  

73 上から 

１⾏⽬・ 

上の表 

（⾚枠を右記に修正） 73 上から 

１⾏⽬・ 

上の表 
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
74 表・イラ

スト 
（⾚枠を右記に修正） 74 表・イラ

スト 

 

  
75 上から 

１⾏⽬・ 

上の表 

（⾚枠を右記に修正） 75 上から 

１⾏⽬・ 

上の表 
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
76 表・イラ

スト 
（⾚枠を右記に修正） 76 表・イラ

スト 

 

  
77 上から 

１⾏⽬・ 

上の表 

（⾚枠を右記に修正） 77 上から 

１⾏⽬・ 

上の表 
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
78 表 （空⽩ページに⾚枠右記の表を追加） 78 表  

 

 
79 上から 

3 ⾏⽬ 
砕⽯敷き均し中、ドラグ・ショベルに轢

ひ
か

れ、⾜を負傷 

管埋設⼯事の溝掘削中、⼟砂崩壊により巻

き込まれる 

１階床の資材⽚付け作業中、開⼝部から墜

落 

（下線部を修正) 

79 上から 

3 ⾏⽬ 
砕⽯敷き均し中、ドラグショベルに轢

ひ
か

れ、死亡 

管埋設⼯事の溝掘削中、⼟砂崩壊により巻

き込まれる 

アンカーボルトの墨出し作業中、２階スラ

ブより墜落 

 

86 上から 

２⾏⽬ 
砕⽯敷き均し中、ドラグ・ショベルに轢

ひ
かれ、

⾜を負傷（下線部を修正) 

86 上から 

２⾏⽬ 
砕⽯敷き均し中、ドラグ・ショベルに轢

ひ
かれ、

死亡 
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
86 表・イラ

スト 

（⾚枠を右記に修正） 86 表・イラ

スト 

 

  
87 表 （⾚枠を右記に修正） 87 表  
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
88 表 （⾚枠を右記に修正） 88 表  

  
89 表 （⾚枠を右記に修正） 89 表  
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
90 上から 

20 ⾏⽬ 

表内「発

⽣⽇時・

曜⽇・場

所」 

〇〇年6 ⽉8 ⽇ 

（下線部を修正） 

90 上から 

20 ⾏⽬ 

表内「発

⽣⽇時・

曜⽇・場

所」 

令和〇年6 ⽉8 ⽇ 

 

94 上から 

1 ⾏⽬ 

1階床の資材⽚付け作業中、開⼝部から墜落

（下線部を修正） 

94 上から 

1 ⾏⽬ 

アンカーボルトの墨出し作業中、２階スラブ

より墜落 

94 表・イラ

スト 

（⾚枠を右記に修正） 94 表・イラ

スト 
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
95 表 （⾚枠を右記に修正） 95 表  

  

96 表 （⾚枠を右記に修正） 96 表  
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
97 表 （⾚枠を右記に修正） 97 表  
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建設業に従事する 
職⻑・安全衛⽣責任者 能⼒向上教育テキスト 

グループ演習Ⅰ及びⅡ（解答例） 
【補⾜事項】※「旧版」から「新版」への⽂章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 

※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 
※参考等の法令改正は引⽤先となる「発翰番号」「表題」のみ掲載します。 
 

（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

2 表・イ

ラスト 

（⾚枠を右記に修正） 2 表・イ

ラスト 

 

  
  

№136010 
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
3 表・イラ

スト 

（⾚枠を右記に修正） 3 表・イラ

スト 

 

  
4 表・イラ

スト 

（⾚枠を右記に修正） 4 表・イラ

スト 
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
5 上から 

3 ⾏⽬ 
砕⽯敷き均し中、ドラグ・ショベルに轢

ひ
かれ、

⾜を負傷（下線部を修正) 

5 上から 

3 ⾏⽬ 
砕⽯敷き均し中、ドラグ・ショベルに轢

ひ
かれ、

死亡 

5 表・イラ

スト 

（⾚枠を右記に修正） 5 表・イラ

スト 

 

  

6 表 （⾚枠を右記に修正） 6 表  
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
7 表 （⾚枠を右記に修正） 7 表  

  

8 表 （⾚枠を右記に修正） 8 表  
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

9 表 （⾚枠を右記に修正） 9 表  

  

10 上から 

20 ⾏⽬ 

表内「発

⽣⽇時・

曜⽇・場

所」 

〇〇年6 ⽉8 ⽇ 

（下線部を修正） 

10 上から 

20 ⾏⽬ 

表内「発

⽣⽇時・

曜⽇・場

所」 

令和〇年6 ⽉8 ⽇ 

 

15 上から 

３⾏⽬ 

1 階床の資材⽚付け作業中、開⼝部から墜落

（下線部を修正） 

15 上から 

３⾏⽬ 
アンカーボルトの墨出し作業中、２階スラ

ブより墜落 
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
15 表・イラ

スト 

（⾚枠を右記に修正） 15 表・イラ

スト 

 

  

16 表 （⾚枠を右記に修正） 16 表  
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
17 表 （⾚枠を右記に修正） 17 表  

  

18 表 （⾚枠を右記に修正） 18 表  
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（旧版） 改訂初版 3 刷（令和 8 年 3 月 4 日） No.136010 （新版） 改訂 2 版（令和 8 年 8 月 7 日） No. 136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

19 表 （⾚枠を右記に修正） 19 表  

  

 

 

 


